


























本伝来 旧鈔 による原典籍の復元に関する一考察」（ 『生活と文化の歴史学９
学芸と文芸』 、竹林舎、二〇








































































本伝来 旧鈔 による原典籍の復元に関する一考察」（ 『生活と文化の歴史学９
学芸と文芸』 、竹林舎、二〇












































畢。 」日本國遊五臺山送供居士空無、舊名惠萼、忽然偶着勅難」 、懼時裹頭、暫住蘇州白舎人禪院、不得東西。畢逢本性 隨」方應物、万法皆心性、如是空門之中、何曾憂悶。若有澤潞等寧、國家無事、早入五臺、交開文殊之會、擬作山裏日本國院、 」遠流國芳名。空無有爲境中、雖傳癡狀、遙奉報國恩。世
－ 56 －
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と慧萼鈔南禅院本との間に、甚しい文字の異同が存在していることが再度確認できた。さらに、各巻における作品構成 作品数においても、かなりの変化が生じていることも新たに分かってきたの ある このことについは、拙稿「試論鈔刊轉換時期及作品首數誤錄之問題―以白氏文集卷十五、卷六十二等爲例―」 （ 『中國唐代文學學會第十九届年會曁唐代文學國際學術研究會論文集（下冊） 』所収、二〇一八年）に詳細な分析を行った。ここでは、
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参考のため巻十五をめぐる考察のみ抽出して以下に附す。

































































露霶。沾枯發枝葉、磨鈍起鋒鋩 崔閤連鑣騖 錢兄接翼翔。齊竽混韶夏、燕石厠琳琅 同日升金馬 分宵直未央。共詞加寵命、合表謝恩光。廐馬驕初跨、天厨味始嘗。朝晡頒餅餌、寒暑賜衣裳。對秉鵝毛筆、俱含鷄舌香。青縑
－ 57 －
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⑧甓、欄眉書入「必噱反、甎也」 。⑨省、那波本原作「少」 、諸本與那波同 。⑩甞、那波本原作「常」 、諸本與那波同 。⑪品、那波本原作「差」 、諸本與那波同本。⑫竄字傍書入「音賛」 。⑬析、那波本原作「辯」 、他本均作「折」 。⑭蓮、那波本原作「欄」 、諸本與那波同 。⑮鳷字傍書入「章移反」 、鵲字傍 觀名也⑯滉字傍書入「胡廣反」 瀁字傍書入 余兩反」 又
瀁、他本均作「漾」 。


























































































































⑧甓、欄眉書入「必噱反、甎也」 。⑨省、那波本原作「少」 、諸本與那波同 。⑩甞、那波本原作「常」 、諸本與那波同 。⑪品、那波本原作「差」 、諸本與那波同本。⑫竄字傍書入「音賛」 。⑬析、那波本原作「辯」 、他本均作「折」 。⑭蓮、那波本原作「欄」 、諸本與那波同 。⑮鳷字傍書入「章移反」 、鵲字傍 觀名也⑯滉字傍書入「胡廣反」 瀁字傍書入 余兩反」 又
瀁、他本均作「漾」 。






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































入「花下放狂衝黑飲、燈前起弱徹明棊」 。案、此處當作「弱」 、與前句「狂」對。 、半起半臥之意。
聴崔七妓人箏花臉雲鬟坐玉樓、十三絃裏一時愁。憑君向道休彈去、白盡江州司馬頭。望江州江迴望見雙華表、知是潯陽西郭門。猶去孤舟三四里、水煙沙雨欲黃昏。初到江州潯陽欲到思無窮、庾亮樓南湓口東。樹木凋踈山雨後、人家仾濕水煙中。菰蔣餧馬行無力、蘆荻編房卧有風。遙見朱輪來出郭、相迎勞動使君公。醉後題李馬二妓
①
行搖雲髻花鈿節、應似霓裳趂管弦。艶動舞裙渾是火、愁凝歌黛欲生煙。
－ 70 －
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有風縱道能迴雪、無水何由忽吐蓮。疑是兩般心未决、雨中神女月中仙。
①眉欄書入「此詩二首。江本無之」 。案、那波本及諸本
均將此二首詩並刻爲一首、誤也。
盧侍御小妓乞詩座上留贈鬱金香汗裛歌巾、山石榴花染舞裙。好似文君還對酒、勝於神女不歸雲。夢中那及覺時見、宋玉
荆
王應羨君。
白
氏
文
集
巻
第
十
五
元享三年九月廿七日以證本點了。性全同十月三日墨點了。性全
本云
保安三年秋七月九日於待賢黒亭之閑窓、以平祐俊之本慥目點訖。藤宗重
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～附
記
本稿は、
JSPS科研費
16K025886「日本に現存の旧鈔
本を中心とする文選資料群に関する総合的研究」による研究成果の一部である。
（チン
チュウ、広島大学大学院文学研究科准教授）
－ 71 －
